
 

開三
かいさん

小
しょう

の学校
がっこう

のきまり  

１ 
と う

登
こ う

校（
せいもん

正門・
にしもん

西門） 

（１）
とう

登
こう

校
じ

時
こく

刻を
まも

守りましょう。（８
じ

時５分
ふん

～８
じ

時２０
ふん

分） 

   ８
じ

時５分
ふん

までは
し

芝
ばふ

生の決
き

まった場所
ば し ょ

で
ま

待ちます。
はし

走らず
じゆん

順
ばん

番に
くつ

靴をはきかえます。 

（２）
こう

校
ぼう

帽をかぶって、
き

決められた
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通りましょう。 

（３）
じ

自
ぶん

分から、
あい

相
て

手の
め

目を
み

見て
げん

元
き

気よくあいさつしましょう。（
きよう

教
しよく

職
いん

員、
ほ

保
ご

護
しや

者、
らい

来
こう

校
しや

者） 

（４）
わす

忘れ
もの

物をしても
と

取りにもどりません。 

 

 

２ 
し

始
ぎよう

業
ま え

前 

（１）
くつ

靴はかかとを
くつ

靴
ばこ

箱の
て

手
まえ

前にそろえて
い

入れましょう。 

（２）
とう

登
こう

校したらすぐ、健康
けんこう

観察票
かんさつひょう

を担任
たんにん

の先生
せんせい

に見せ
み

ましょう。 

（３）
な

名
ふだ

札を
ひだり

左 むねにつけましょう。 

（４）時計
と け い

を見
み

て、
ちよう

朝
かい

会、
しゆう

集
かい

会に
おく

遅れないように
さん

参
か

加しましょう。 

 

 

３ 
ちよう

朝
か い

会、
しゆう

集
か い

会 

（１）
たいいくかん

体育館に
あつ

集まるときは、
なら

並んで
がつきゆう

学 級ごとに
い ど う

移動します。
ろう

廊
か

下、
かい

階
だん

段は
みぎ

右
がわ

側を
しず

静かに
ある

歩きましょ

う。（５・６年生
     ねんせい

は、朝会
ちょうかい

・集会
しゅうかい

の時
とき

だけは、１階
 か い

から体育館
たいいくかん

に向かいます
む

。） 

（２）
ちよう

朝
かい

会、
しゆう

集
かい

会の
とき

時は８
じ

時２５分
ふん

までに
なら

並びましょう。
ぜん

全
こう

校
ちよう

朝
かい

会は３
がつ

月～１０
がつ

月までは、
こうしや

校舎
がわ

側を 
む

向きます。１１
がつ

月～２
がつ

月までは
せい

正
もん

門
がわ

側を
む

向きます。 

（３）校庭
こうてい

で朝会
ちょうかい

をする時
とき

、５月
がつ

～１０月
がつ

まで校
こう

ぼうをかぶりましょう。 

（４）上着
う わ ぎ

は教室
きょうしつ

に置
お

いて外
そと

に出
で

ましょう。 

 

 

 

４ 
や す

休み
じ

時
か ん

間 

（１）
つぎ

次の
じ

時
かん

間の
よう

用
い

意をしてから
あそ

遊びましょう。 

（２）
せき

席を
はな

離れる
とき

時は、いすを
つくえ

机 の
なか

中に
い

入れましょう。 

（３）
てん

天
き

気のよい
ひ

日は、
そと

外で
あそ

遊びましょう。ボール
あそ

遊びゾーン（
け

蹴ることは
きんし

禁止）とおに
あそ

遊びゾーン・ 

なわとびゾーン・バスケットゾーンを
まも

守りましょう。
し

芝
ばふ

生で横
よこ

にならないようにしましょう。 

校舎
こうしゃ

の
みなみ

南
がわ

側、
はたけ

畑 や
か

花だんのところ、コンクリートのところでは
あそ

遊びません。 

（４）
と

図
しよ

書
しつ

室の
り

利
よう

用は
ほん

本の
か

貸し
だ

出し、
へん

返
きやく

却 のみです。 

（５）
うち

内
あそ

遊びの
ひ

日は
しつ

室
ない

内で
しず

静かに
す

過ごしましょう。 

（６）
のぼ

登り
ぼう

棒は、しっかりとつかんで
のぼ

登り
お

降りをし、
いちばんうえ

一番上には
あ

上がりません。 

（７）
そと

外
あそ

遊びの前
まえ

と後
あと

に、
て

手
あら

洗いをしましょう。 

（８）「エーデルワイス」は遊び
あそ

をやめる合図
あ い ず

です。始ま
はじ

ったらすぐに遊
あそ

びをやめて、必
かなら

ず歩
ある

いて
きようしつ

教 室に
もど

戻りましょう。危険
き け ん

なので、絶対
ぜったい

に走
はし

って戻
もど

ってはいけません。 

（９）
きよう

教
しつ

室の
い

移
どう

動は、行き
い

も帰り
かえ

も２
れつ

列に
なら

並んで、
しず

静かに話
はな

さずに
みぎ

右
がわ

側を
ある

歩きましょう「はしらない、

さわがない、みぎがわつうこう」。
せん

専
か

科の
じゆ

授
ぎよう

業 では、
しゆつ

出
せき

席
ぼ

簿を
も

持っていきましょう。 

 

（10）
たい

体
いく

育
かん

館
あそ

遊び・屋上
おくじょうあそ

遊びは、
せん

先
せい

生のつきそいがあれば
あそ

遊べます。 

 

 

 

 

 

 

みんなのやくそく ３つの「あ」 

（あいさつ・あつまり・あるきかた） 



５ 
きゆう

給
しよく

食  

（１）４
こう

校
じ

時の
じゆ

授
ぎよう

業 が
お

終わったら、トイレ、
て

手
あら

洗いなどをすませ、
しず

静かに
せき

席について
ま

待ちましょう。 

（２）
まい

毎
にち

日、
せい

清
けつ

潔なランチョンマットを
も

持ってきます。マスクは、マスクケースに入れ
い

ます。 

（３）
はじ

始めと
お

終わりのあいさつ（いただきます、ごちそうさま）をしっかりしましょう。 

（４）
き

決められた
じ

時
かん

間で、
す

好き
きら

嫌いしないで
た

食べましょう。 

（５）食
た

べる時
とき

は、話
はな

さないで食
た

べましょう。食
た

べ終
お

わったら、マスクをします。 

（６）
き

決められた
かた

片
づ

付け
かた

方で
しよつ

食
き

器
など

等を
かえ

返しましょう。 

 

６ そうじ 

（１）友達
ともだち

と
きよう

協
りよく

力 して、てきぱきとそうじをしましょう。 

（２）
よう

用
ぐ

具はていねいに
あつか

扱 い、
あと

後
し

始
まつ

末もしっかりしましょう。ほうきの 

   ひもはしっかりかけましょう。ぞうきんは、バケツで
あら

洗いましょう。 

（３）そうじが
お

終わったら、
て

手
あら

洗いをしましょう。 

 

７ 
せ い

整
り

理
せ い

整とん 

（１）
も

持ち
もの

物には、
かなら

必 ず
がく

学
ねん

年、
くみ

組、
な

名
まえ

前を
か

書きましょう。 

（２）
つくえ

机 やロッカーの
なか

中は、いつも
せい

整とんしておきましょう。 

（３）ごみをちらかさないようにし、ごみを
み

見つけたらごみ
ばこ

箱へ
す

捨てましょう。 

（４）探検
たんけん

ボードのひもは、結んで
むす

しまっておきましょう。 

（５）絵の具
え  ぐ

セット・習字
しゅうじ

セット・裁縫
さいほう

道具
ど う ぐ

・図工
ず こ う

バッグは使う
つか

時
とき

だけ学校
がっこう

に持って
も

きましょう。 

 

８ 
げ

下
こ う

校（
に し

西
も ん

門） 

（１）
な

名
ふだ

札を外
はず

して
かえ

帰りの
あい

挨
さつ

拶をしましょう。
あい

挨
さつ

拶したら、
しよう

昇
こう

降
ぐち

口まで
せい

整
れつ

列して
お

下ります。 

（２）
こう

校
ぼう

帽をかぶって
しよう

昇
こう

降
ぐち

口まで
い

行きます。
で

出
あ

会った
ひと

人には、
じ

自
ぶん

分から
あい

挨
さつ

拶をします。 

（３）靴
くつ

を履
は

いたら、まっすぐ西門
にしもん

に向
む

かいましょう。校庭
こうてい

で遊
あそ

んではいけません。 

（４）
つう

通
がく

学
ろ

路を
まも

守って、
よ

寄り
みち

道をしないで、
げ

下
こう

校します。
ひと

一
り

人ではなく、
とも

友
だち

達と
かえ

帰りましょう。 

 

９ その
た

他 

（１）
がく

学
しゆう

習 に
かん

関
けい

係のないものは、
も

持ってきません。キーホルダーは
つ

付けません（お
まも

守りはよい）。 

   読書用
どくしょよう

の本
ほん

は、持って
も

くることができます。（マンガは禁止
き ん し

）。 

（２）
ふで

筆
ばこ

箱の
なか

中には、
えん

鉛
ぴつ

筆、
あか

赤
えん

鉛
ぴつ

筆、
け

消しゴム、その
た

他
がく

学
ねん

年で
き

決められたものを
も

持ってきます。 

シャープペンシルは
も

持ってきません。
えん

鉛
ぴつ

筆は
いえ

家で
けず

削ってきます（
じゆぎようちゆう

授業中 は
きんし

禁止）。
ふで

筆
ばこ

箱（箱型
はこがた

）・

筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

・
した

下
じ

敷きなど、持ち物
も   もの

はシンプルなものを
つか

使います。テープのりは
つか

使いません。 

（３）
な ふ だ

名札
と

留め
ぐ

具を
つか

使ってもよいです。
は で

派手なものは
つか

使えません。 

（４）
たい

体
いく

育の
けん

見
がく

学は、
れん

連
らく

絡
ちよう

帳 で
とど

届けましょう。
さむ

寒いとき、
たい

体
いく

育
ぎ

着の
うえ

上に
き

着るものは、フードのないトレー

ナーのようなものにします。タイツは
ぬ

脱ぎます。
じよ

女
し

子の
なが

長い
かみ

髪の
け

毛はゴムで
むす

結びます。
たい

体
いく

育
ぎ

着を
わす

忘

れた
とき

時は、
けん

見
がく

学となります。 

（５）
うわ

上
ば

履きを
わす

忘れた
とき

時は、
せん

先
せい

生と一緒
いっしょ

に、
しゆ

主
じ

事
しつ

室で
か

貸し
だ

出し
よう

用の
うわ

上
ば

履きを
か

借ります。ノートに
き

記
にゆう

入 しま

す。
か

借りたら
あら

洗って
せん

先
せい

生に
つた

伝えて
かえ

返します。スリッパは
つか

使いません。
か

貸し
だ

出し
よう

用の
うわ

上
ば

履きがない
とき

時

は、
そと

外
ぐつ

靴の
そこ

底をきれいに
あら

洗って
つか

使います。 

（６）
わす

忘れ
もの

物を
と

取りに
く

来るときは、４時
じ

３０分
ぷん

までに家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に来
き

ましょう。ノートに
き

記
にゆう

入 します。
しゆ

主
じ

事
しつ

室にいる
ひと

人と
しよく

職
いん

員
しつ

室の
せん

先
せい

生に
つた

伝えます。先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に教室
きょうしつ

に行
い

きます。 

（７）
ほ

保
けん

健
しつ

室に
い

行くときは、
せん

先
せい

生に
つた

伝えましょう。
ほ

保
けん

健
しつ

室では、
じ

事
じよう

情 をきちんと
つた

伝えます。 

（８）かさはとじて、かさたてにしまいましょう。
お

置きがさ（おりたたみがさ）は、ロッカーに
お

置きます。 

（９）
しゆう

週
まつ

末には
うわ

上
ば

履きを
も

持ち
かえ

帰り、
あら

洗いましょう。 

（10）ベランダには
で

出ません。
で

出るときは
せん

先
せい

生から
きよ

許
か

可をもらいます。 

（11）学校
がっこう

に来
く

る時
とき

は、自転車
じてんしゃ

で来
こ

ないで歩い
ある

て来
き

ましょう。 


